
★平成19年第２回定例会は、 月 日( )開会予定です。

平成19年
（2007年） 4月
第21号

3月補正額：△7億8,789万円
補正後の予算
一般会計：220億3,072万円
（対前年度同期 ＋20億4722万円、

＋10.2％）

平成19年度当初予算
一般会計：197億8,300万円
（対前年度6月補正後＋2億7,975万円、

＋1.4％）

特別会計：196億6,832万円
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な
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日 種 別 内 容

開 会

会議録署名議員の指名

1斥 本会議 会期の決定

市長提出議案等42件 ・・・ 一括上程

市長提出議案等の提案理由説明

5席 本会議 議案等に対する質疑

6惜 本会議
議案等に対する質疑

議案の常任委員会付託

7戚 休 会 特別委員会（交通網･港湾･企業誘致対策）

8斥 休 会 特別委員会（地域医療整備対策）

9昔 休 会 全 休（中学校卒業式）

12席 本会議 一般市政に対する質問

13惜 本会議 一般市政に対する質問

14戚 休 会 常任委員会

15斥 休 会 常任委員会

16昔 休 会 全 休（小学校卒業式）

19席 休 会 常任委員会

20惜 休 会 正副委員長会

議会議案2件、意見書案 ・・・ 上程

議会議案等に対する質疑

常任委員会報告

23昔 本会議
常任委員会報告に対する質疑

特別委員会報告

特別委員会報告に対する質疑

議案の付議順序により討論、採決

閉 会

平成19年伊万里市議会第１回定例会
会 期 日 程

開議時刻 午前10時３月

議会ホットコーナー

食育や地産地消を推進し、食のまちづく

りを総合的に推進するために、「朝ごはん条

例」が提案されましたが、16名の議員が連

名で修正案を提出し、賛成多数で可決され

ました。

修正案 提案理由

「朝ごはん条例」の名称は、条例が意図

する内容の一部のみを象徴的に表現したも

のであり、朝ごはんを市民に強要するかの

ような誤解を招く感がある。

そこで、伊万里市が市民との協働により

進めている「食のまちづくり」を条例名に

用いることによって、より分かりやすく、

また、地産地消や食育などの総合的で計画

的な推進を目指す本条例の目的に沿ったも

のになると考える。

加えて、朝ごはんの日を限定的に設ける

のではなく、「食育の日」

として、総合的な事業の

展開に期待し、条例本文

から削除するものである。

４
年
間
の「
議
会
だ
よ
り
」
を

振
り
返
っ
て

議
会
改
革
の
一
環
と
し
て
、
平
成
14
年
５

月
に
創
刊
号
を
発
行
し
て
以
来
、
今
回
で
21

号
と
な
り
ま
す
。
こ
の
間
、
委
員
会
報
告
の

充
実
、
行
政
視
察
報
告
の
掲
載
な
ど
紙
面
の

改
革
に
努
力
し
て
参
り
ま
し
た
。
ま
た
、
議

会
に
提
出
さ
れ
た
資
料
を
元
に
「
特
集
記
事
」

を
組
み
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
の
情
報
共
有
に

努
め
た
つ
も
り
で
す
。「
定
例
議
会
の
翌
月
15

日
発
行
」
も
定
着
し
ま
し
た
。

当
初
か
ら
の
課
題
で
あ
っ
た
写
真
の
自
己

調
達
は
出
来
ず
、
市
の
広
報
係
が
撮
っ
た
写

真
の
中
か
ら
拝
借
。
伊
万
里
の
未
来
を
担
う

子
ど
も
達
な
ど
の
生
き
生
き
と
し
た
表
情
が
、

表
紙
を
飾
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
皆
さ
ん
に
心

か
ら
感
謝
し
ま
す
。

議
会
事
務
局
職
員
の
手
を
煩
わ
せ
ず
に
、

全
て
議
員
の
力
で
発
行
し
て
い
る
議
会
だ
よ

り
と
し
て
の
誇
り
を
、
改
選
後
も
継
続
し
て

い
け
た
ら
と
存
じ
ま
す
。

叱
咤
激
励
も
頂
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の

ご
愛
読
に
感
謝
し
、
今
後
と
も
市
議
会
に
ご

注
目
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

市
議
会
議
員

一
同

編
集
委
員
会

◎
盛

泰
子

○
樋
渡
雅
純

山
田

悟
、

前
田
久
年
、
前
田
儀
三
郎

（
顧
問
）
島
田
布
弘
、
原
口

弘

「朝ごはん条例」
↓

「食のまちづくり推進条例」

修正
可決
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委員会に付託されました条例議案8件及び予

算議案2件について審議の結果、全議案原案の

通り可決すべきものと決定いたしました。

条例議案では［地方自治法の一部改正］に伴

い［関係条例の整理］を行いました。

慎助役制度の見直しは［助役］を［副市長］

に改め、定数1名を条例で定める

振特別職の「収入役］を廃止し、会計事務

を司る「会計管理者」=（一般職）を市

長が任命して業務を遂行する

新監査委員制度の見直しは定数を定めた規

定を削除する

晋吏員制度の廃止は「吏員」と「その他の

職員」の区別を廃止して、すべて「職員」

等の名称に改める等が主な改正内容です。

又市長以下特別職等の給料を4月から1年間引

き下げる特例条例も可決されました。

「朝ごはん条例」は伊万里市食のまちづくり

宣言及び食育基本法に基づき、正しい食習慣の

普及および健康増進並びに関連産業の振興を図

るため、伊万里市における「早寝早起き朝ごは

ん」運動をはじめとした食育推進についての基

本方針を定め、総合的かつ計画的に食のまちづ

くりを推進し、健康長寿のげんきなまちを目指

すことを目的として、基本方針や市、関係機関、

関係団体、市民等のそれぞれの役割、地産地消

の推進、ふるさと料理の継承、食のまちづくり

月間、推進会議の設置など12か条で構成されて

います。

「伊万里市マイタウン定住促進条例」

定住人口の増加により、豊かで元気に満ちた

ふるさとづくりに寄与することを目的として、

65歳未満の人が住宅を求めて永住される場合、

4項目の支給要件をすべて満たした人を対象に、

固定資産課税額の三年分等1世帯に50万円を限

度として定住奨励金を支給するものです。

「平成19年度一般会計予算」

総務委員会関係の歳出予算は、第1款議会費、

第2款総務費、第9款消防費、第12款公債費、第

13款諸支出金、第14款予備費で約59億5千万円

となっています。

Ｈ19年度新規事業として

慎定住促進の各種施策を市内外にＰＲする

振Ｈ12～Ｈ30年度までの第5次総合計

画策定に向けて基礎調査等を実施する

新大連市との交流20周年に伴い友好都市締

結や相互訪問を実施する

晋Ｓ42年の大災害から40年目に当たり7

月9日を「市民防災の日」に定め、防災

意識の高揚を図る

森市議会議員選挙・参議院議員選挙を実施

する等の経費が予算化されています。

［地方債］

一般会計における地方債は、Ｈ19年度中の起

債見込み額16億2500万円、償還見込み額19億

574万円、年度末残高額206億2,878万円が見

込まれています。

総務委員会
★所管 総務部、政策経営部、市民部（戸籍･住民登

録等）、会計課、消防本部、選挙管理委員会、
監査委員、他の委員会に所属しない事項

◎浜野 義則 ○川内 学 黒川 通信 草野 譲
樋渡 雅純 渡邊 英洋 内山 泰宏食のまちづくり事業

コンテナターミナル
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付託された条例議案5件、一般議案7件、補

正予算5件、新年度予算5件について、慎重

審査の結果、原案のとおり可決すべきもの

と決定しました。

条例議案
・「伊万里市こどもハートフルセンターひま

わり園」：法務局跡地に建設されているひ

まわり園の名称を、これまでの「障害児発

達支援センター」から、関係者からの要望

もあり、新施設の完成と同時に改称するも

のです。

・国民保険税の税率改定：平成17年度決算に

おいて、基金取り崩しをしてもなお、

9,300万円の赤字となり、国保財政の健全

化を図るため、税率等を改定するものです。

委員会では、多くの市民に影響があること

であり、値上げは苦渋の選択であると考え

ました。議会への提案前に諮問がなされた

運営協議会から、「収納率の向上、保健予

防・疾病の早期発見」についての附帯意見

があり、委員会でも同様の要望が出されま

した。

・敬老祝い金の廃止：昭和33年に年金制度の

補完として始まり、昭和57年から平成14年

までは80歳以上の全ての方に支給。その後、

80・85・88・90・100歳以上の節目支給

となり、17年からは88歳と100歳以上のみ

への支給となっていました。高齢化社会の

中で、社会福祉の重点化、効率化は避けら

れず、介護予防の充実へ向けての施策展開

のために、今回の廃止は止むを得ないもの

との結論に至りました。なお、百寿メダル

の贈呈は継続されます。

・留守家庭児童クラブ：19年度から大川内小

学校に開設され、市内12クラブとなります。

予算議案 厳しい財政状況の中、縮小・廃

止を余儀なくされた事業が多く、大変悩ま

しい予算審査でした。

・文部科学省の事業である「放課後子ども教

室」は、山代西小学校をモデルとして実施。

1年生から6年生まで全学年を対象としたも

のだが、夏休み等の長期休暇中を除く、毎

週水曜日のみの開設であり、放課後の子ど

もたちへの受け皿となるのか疑問が出され

ました。

・体育施設管理の見直しに関して、老朽化が

著しく利用者も減少してる国見台プールの

休止（廃止を視野に）と、国見台陸上競技

場の3種公認見送りについて多くの議論が

あり、陸上競技場の3種公認には費用が700

万円必要とのことであるが、何とか公認更

新を考えてほしいとの意見がありました。

文教厚生委員会
★所管 市民部（保健・福祉・環境・人権同和）、

教育委員会、市民病院

◎堀 良夫 ○盛 泰子 前田 久年 前田 教一
岡口 重文 原口 弘 下平 美代

立花留守家庭児童クラブ

ひまわり園テープカット
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ウィザス高等学校（高萩市）

産業経済委員会
★所管 産業部、農業委員会

本委員会に付託された議案は、一部事務組

合の規約の変更1件、及び予算関係3件であり

ましたが、慎重審査の結果、原案のとおり可

決すべきものと決定しました。

一部事務組合の規約の変更は、地方自治法

の改正に伴い、有田磁石場組合の規約の一部

を変更するものであります。

予算関係では、18年度一般会計補正予算の

うち、本委員会が所管するものは、次のとお

りです。

労働費では、労働福祉基金協会への出えん

金が5万円計上されました。

農林水産業費では、中山間地域等直接支払

交付金が111万4千円減額され、有害鳥獣対策

事業に138万1千円、林地崩壊防止事業に656

万9千円が追加計上されました。

商工費では、中小企業振興基金貸付事業に

563万9千円、バス運行事業に5,576万5千円

が計上されました。

災害復旧事業費では、農地災害復旧事業で

1億7,187万1千円、農業用施設災害復旧事業

で3億3,047万9千円がそれぞれ減額になりま

した。

新年度予算関係では、一般会計予算のうち

本委員会が所管するものは、次のとおりです。

労働費では、九州労働金庫預託事業に

7,000万円など総額7,125万7千円（前年比

1.0％増）が計上されました。

農林水産業費では、中山間地域等直接支払

交付金事業に1億8,075万8千円、国営土地改

良事業に9,788万6千円、新たな米政策対策事

業に3,648万9千円、有害鳥獣対策事業に591

万円、魅力あるさが園芸農業確立対策事業に

3,932万1千円、耕畜連携・資源循環型農業推

進事業に660万7千円、基盤整備促進事業に

2,706万円、小規模土地改良事業に1千万円、

小規模災害復旧支援事業に1千万円、ため池

等整備事業に1,301万7千円、農免道路整備事

業に735万円など、総額8億3,026万7千円

（前年比63.9％増）が計上されました。

商工費では、中小企業振興資金貸付事業に

1億7,017万9千円、松浦鉄道支援事業（松浦

鉄道施設整備事業費補助金）2,303万1千円、

工場等設置奨励事業に1,489万3千円、イマリ

ンビーチ管理運営事業に966万4千円、どっち

ゃん祭り事業に250万円、いまり秋まつり事

業に205万5千円など、総額3億5,602万6千

円（前年比16.2％増）が計上されました。

災害復旧費では、農地災害復旧事業に

9,242万6千円、農業用施設災害復旧事業に

8,550万4千円など総額1億8,888万3千円

（前年比皆増）が計上されました。

市営駐車場特別会計では、歳入歳出予算の

総額は、1,624万円（前年比4.5％減）であり

ます。

なお、有田磁石場組合議会議員に、本市か

ら田中淳之介氏（大坪町）、及び畑石眞二氏

（大川内町）が選出されました。

◎高木 久彦 ○貞方 喜延 山増 秀明 山田 悟
笠原 義久 岩橋 紀行 樋渡 伊助

多くの来場者で賑わった第4回梅まつり

着々と建設が進むSUMCO第5工場



（単 独）
単位：千円

項目 Ｈ18年災全体
Ｈ18年度執行計画

Ｈ19年度予算
Ｈ18年見込み Ｈ19繰越 計

工 事 費 61,680 138箇所 23,050 32箇所 23,050 32箇所 38,630 106箇所

河川 14,878 35箇所 3,588 7箇所 3,588 7箇所 11,290 28箇所

道路 37,533 103箇所 10,193 25箇所 10,193 25箇所 27,340 78箇所

（崩土取除等） （9,269） (23)件 （9,269） (23)件 （9,269）

事 務 費 1.370 0 0 1,370

事業費計 63,050 23,050 23,050 40,000

（
内
訳
）
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当委員会に付託された、補正予算6件、当

初予算6件について、慎重審査の結果、要望

をつけて原案のとおり可決すべきものと決定

しました。

新年度予算の主なものは、伊万里焼ロード

ギャラリー事業として384万円計上されてお

り、「焼物の里いまり」をアピールするための

市街地の侵入口等に陶磁器を利用したモニュ

メント等を設置するとの説明を受けました。

また、水防法の改正により、国管理河川と合

わせて、主要な県管理河川も洪水ハザードマ

ップの作成が義務付けられたために、洪水予

報等の伝達方法等円滑で迅速な避難の確保を

図るために、ハザードマップの作成を行うと

の説明を受けました。予算は345万円計上さ

れています。

委員会からの要望として
平成18年度の災害箇所で、年度内工事完了

が見込めずに繰り越される分には、市民の安

全を確保するためにも、早期復旧を目指すよ

に要望しています。

また、地籍調査事業については、大幅な予

算を確保し、事業拡大と効率化を図り、早期

完了するように強く要望しています。

さらに、第4工業用水道建設事業について

は、財政負担に対する市民の不安がいまだに

大きいと思いますので、再度、市民への説明

責任を果たすように要望しています。併せて

国、県への予算確保に向けても、強く働きか

けるように要望しています。

建設委員会の2年間を振り返って
この2年間最大の出来事は、3名の尊い命と

多くの財産を奪った、昨年の秋雨前線（9月

16日）です。

建設委員会で被害箇所を視察しましたが、

伊万里市始まって以来の箇所の多さでした。

建設委員会の担当分だけでも下記の通りです。

年内の修復ができずに19年度まで持ち越し

ていますが、皆様のご理解を賜りたいと思い

ます。

◎福田 喜一 ○満江 洋介 島田 布弘 前田儀三郎
占野 秀男 田中 啓三

建設委員会
★所管 建設部、水道部

18年災執行計画表（補助）
単位：千円

項目 Ｈ18年災全体
Ｈ18年度執行計画

Ｈ19年度予算
Ｈ18年見込み Ｈ19繰越 計

工 事 費 1,608,980 336箇所 136,987 62箇所 884,919 128箇所 1,021,906 190箇所 587,074 146箇所

河川 1,157,676 177箇所 22,662 8箇所 653,421 78箇所 676,083 86箇所 484,593 91箇所

道路 451,304 159箇所 114,325 54箇所 231,498 50箇所 345,823 104箇所 105,481 55箇所

事 務 費 45,180 23,614 5,081 28,695 16,485

事業費計 1,654,160 160,601 890,000 1,050,601 603,559

（
内
訳
）
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特
別
委
員
会
報
告

交通網、港湾、企業誘致対策調査特別委員会

本委員会は、3月7日に委員会を開催した
ので、その結果について報告します。

1.西九州自動車道の整備について
拭唐津伊万里道路について
谷口ＩＣ周辺では、昨年12月に地質調査

が行われており、本年度中に設計協議が行
われる予定であります。平成22年度を工事
着手の目標に事業が進められています。
また、伊万里東ＩＣについては、設計協

議等は済んでいますが、現在、地籍調査事
業が実施されて、その成果を用地測量で活
用しますので、用地協議は平成19年度の予
定です。
植伊万里道路、伊万里松浦道路について
伊万里道路は、昨年10月20日に市の都市

計画審議会、11月22日に県の都市計画審議
会の決定を受け、12月25日に都市計画道路
に決定しました。本年3月4日に事業着手式
が行われ、概ね10年後の供用開始を目標に、
事業が進められます。
伊万里松浦道路は、山代ＩＣから長崎県

境間で昨年11月に設計協議がされて、12月
から幅杭設置が行われています。本年2月
から用地調査等が計画されています。平成
20年度の工事着手を目標に事業が進められ
ます。

2.港湾整備について
伊万里港は、韓国や中国の主要港を結ぶ、

定期航路が週4便運行し、平成18年のコン
テナ貨物取扱量は、九州第3位にランクさ
れ、国際物流港として着実に成長していま
す。
しかし、近年の船舶の大型化に伴い岸壁

の水深不足に加えて、新たにコンテナバー
スの不足などで、複数の航路が重複して、
運行に支障が出るなどの問題が浮上してい
ます。
県の事業で、補助クレーンを導入し暫定

的な措置がとられていますが、伊万里港が

国際物流港として発展するためには、船舶
の大型化に対応可能な岸壁を整備し、新規
航路を開設していくことが必要不可欠であ
るとの説明を受けました。

3.企業誘致について
拭企業訪問等による立地勧奨
平成18年4月から本年2月までに延べ40

社に対し、立地勧奨が行われています。ま
た、立地企業に対しては、延べ157社に対
して、訪問や企業からの来訪で、業界の動
向等の情報交換が行われています。
平成18年度は、既存立地企業を中心に、

積極的な誘致活動が展開され、㈱ＳＵＭＣ
Ｏの事業拡張による立地や中国木材㈱の拡
張など、立地勧奨の成果が現れていると思
われます。
植進出企業の状況
㈱ＳＵＭＣＯでは、昨年7月から第5工場

の1期工事に着手され、3月には建屋が完成
する予定です。平成20年4月からの操業予
定です。中国木材㈱では、曲材や間伐材な
ど、全ての木材を製材加工できる業界初の
工場を建設予定との説明がありました。

◎前田 教一 ○山田 悟 山増 秀明

岡口 重文 内山 泰宏 樋渡 伊助

満江 洋介 福田 喜一

西九州自動車道 ルート構想図
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特
別
委
員
会
報
告

地域医療整備対策調査特別委員会

①これまでの経過
昨年12月13日、全員協議会で市民病院と

社会保険浦之崎病院、有田共立病院の3病
院統合について市長より意思表明がなされ
ました。その後12月18日有田町への申し入
れをし合意に達しました。これと併せて第
3回伊万里市中核的病院整備基本計画策定
委員会では次のような答申がなされました。
西部保健医療圏の中では、浦之崎病院、

共立病院、市民病院の3病院の統合が最も
望ましい。答申後委員会解散。

その後有田町との事務レベルでの協議を
重ねられ、2月1日伊万里、有田公的病院統
合準備室の設置、3月7日第1回、伊万里有
田地区公的病院統合準備会開催。この準備
会では、開院の時期、予算、基本構想の策
定等スケジュールについて協議がなされて
います。
一方、社会保険浦之崎病院の譲渡協議に

ついては昨年2月に社会保険庁へ譲渡協議
依頼書の提出がなされた後、社会保険庁・
全社連東京本部への訪問もなされています
が、母体となる社会保険所の改革関連法案
の見通しが立たない中、社会保険病院の取
り扱いについても不透明な状況となってい
ます。
②今後の新病院整備に向けて
国の医療制度改革においても病床機能の

転換や病診連携がすすめられており、また
都市部への医師の集中や派遣医師の引き揚
げなどによって地方の医師の確保も大変困

難な状況にあります。このように地域医療
を取りまく環境の変化する中で3病院の統
合は、最も望ましい形態であるといえます。

平成21年4月の開院を目標として今後第
三者委員会を設けて、建設候補地の選定、
診療科目の設定等基本構想の策定が行われ
ることになりますが、将来に禍根を残すこ
とのないよう十分な議論を尽くし慎重な協
議、検討を行っていただきたい。
◎一部事務組合を設置しての新病院建設と
なれば社会保険病院の組織上の関与はあ
りませんし、社会保険浦之崎病院の譲渡
については伊万里市の責任において処理
する可能性もあります。
今後は、経営形態、医師の確保、職員

の問題等解決しなければならない様々な
問題があります。今後の新病院建設にお
ける協議検討には、社会保険浦之崎病院
の意向も反映できるような機会を十分確
保するよう努めていただきたい。

◎下平 美代 ○前田 久年 樋渡 雅純

川内 学 堀 良夫 高木 久彦

笠原 義久 田中 啓三 浜野 義則

伊万里市立市民病院

有田共立病院

社会保険浦之崎病院
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一
般
質
問
事
項

一 般 質 問 （質問順）

議 員 名 質 問 事 項

１．伊万里市国民保護計画について

２．「前田くしや」の保存・活用について

３．市民病院における乳がん検診について

４．妊婦検診の助成回数増について

１．電子入札の導入について

２．第４工業用水道事業について

１．市民サービス向上と職員の健康管理

１．市発注公共事業に伴う契約方法について

２．市民の雇用対策について

３．病院建設について

１．文化財（古窯跡）の保護について

２．伊万里サステイナブル・フロンティア知的特区の

取り組み状況について

３．上水道の今後の取り組みについて

１．幼・保・小の接続教育について

２．新たに財政措置される交付税の用途について

(1) 新学校図書館図書整備費

(2) 特別支援教育支援員の拡充

(3) 子育て支援事業費の拡充

岩 橋 紀 行

（一問一答）

盛 泰 子

（一問一答）

原 口 弘

（一問一答）

占 野 秀 男

（一問一答）

浜 野 義 則

（一問一答）

満 江 洋 介

（一問一答）

樋 渡 雅 純

（一問一答）

★H16年６月議会から、議会改革の一環として、一般質問のやり方を一問一答方式か総括方式かの選択制に
しています。持ち時間は60分です。

１．公的病院統合について

(1) 社会保険浦之崎病院との統合の方向性について

(2) 建設地について

(3) 開院の時期について

(4) 建設資金（負担金、起債）について

(5) 市民に対しての説明会開催について
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一

般

質

問
場
所
の
問
題
に
つ
い
て

は
議
会
で
も
慎
重
に
議
論
す

る
。第

三
者
委
員
会
の
審
議
で
伊

万
里
市
民
の
理
解
が
得
ら
れ
る

こ
と
を
期
待
す
る
。

開
院
時
期
に
つ
い
て
平

成
21
年
４
月
と
聞
く
が
、
社
会

保
険
浦
之
崎
病
院
と
の
件
も
解

決
し
て
い
な
い
の
に
、
ど
ん
な

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
進
め
て
い
く

予
定
か
。市

長

有
田
町
の
計
画
も
検
討
し
て

の
、あ
く
ま
で
も
目
標
で
あ
る
。

岩
橋

紀
行

西
部
保
健
医
療
圏
の
市

立
市
民
病
院
と
社
会
保
険
浦
之

崎
病
院
、
有
田
共
立
病
院
の
公

的
三
病
院
統
合
案
は
、
昨
年
12

月
議
会
で
表
明
さ
れ
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。

統
合
に
つ
い
て
は
理
解
し
、

協
力
で
き
れ
ば
と
思
う
が
、
建

設
場
所
の
問
題
は
地
域
住
民
の

利
便
性
を
考
慮
し
、
十
分
に
議

論
し
て
将
来
に
禍
根
を
残
さ
な

い
事
が
最
大
要
件
で
あ
る
。

今
ま
で
の
経
過
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。

市
長

昨
年
12
月
の
有
田
町
長
と
の

会
談
で
、
岩
永
町
長
よ
り
「
建

設
場
所
が
伊
万
里
市
内
で
あ
れ

ば
統
合
し
な
い
」
と
の
条
件
が

示
さ
れ
た
。
場
所
選
定
で
統
合

が
実
現
し
な
い
と
損
失
が
大
き

い
。
場
所
だ
け
で
綱
引
き
を
し

て
は
元
も
子
も
な
い
。
譲
歩
す

べ
き
は
譲
歩
し
た
い
。

盛

泰
子

妊
婦
検
診
へ
の
助
成
回

数
は
従
来
２
回
だ
が
、
国
は
５

回
と
す
る
の
が
望
ま
し
い
と
し

て
い
る
。
通
常
は
14
回
受
診
で

費
用
も
か
か
る
。
助
成
を
５
回

に
。

市
長

本
来
は
市
単
独
で
も
行
い
た

い
事
業
で
あ
る
。
県
か
ら
の
説

明
を
踏
ま
え
、
回
数
増
へ
努
力

し
た
い
。受

診
率
を
上
げ
る
た
め

に
も
、
時
間
外
の
検
診
を
増
や

せ
な
い
か
。

市
民
部
長

年
間
９
回
の
検
診
の
う
ち
、

現
在
は
１
回
を
時
間
外
に
行
っ

て
い
る
。
検
診
の
委
託
先
に
相

談
し
た
と
こ
ろ
、
今
年
度
は
、

試
行
的
に
２
回
に
す
る
こ
と
が

可
能
。

答
弁

質
問

答
弁

質
問

質
問

大
坪
町
に
あ
る
江
戸
時

代
の
大
庄
屋
で
あ
る
前
田
家
住

宅
は
、
大
坪
塾
の
皆
さ
ん
な
ど

の
手
で
見
事
に
整
備
さ
れ
て
き

て
い
る
。
庭
園
に
水
を
引
き
、

往
時
の
姿
を
再
現
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
か
。

建
設
部
長

伊
万
里
川
か
ら
の
水
路
が
分
断

さ
れ
て
い
る
状
況
に
あ
る
。
他

に
も
ク
リ
ア
ー
す
べ
き
課
題
は

多
い
が
、
実
現
で
き
る
よ
う
前

向
き
に
検
討
す
る
。

市
が
独
自
の
内
容
（
原

発
テ
ロ
対
策
）
を
盛
り
込
ん
だ

計
画
に
、
県
が
圧
力
を
か
け
た

の
で
は
な
い
か
。

総
務
部
長
・
市
長

最
終
の
協
議
会
直
前
に
削
除

を
「
提
案
」
さ
れ
た
。
正
規
の

手
続
き
を
取
っ
て
き
た
だ
け

に
、
非
常
に
残
念
で
遺
憾
に
思

う
。
県
の
原
発
対
策
に
は
理
解

で
き
な
い
部
分
も
あ
り
、
今
後

と
も
し
っ
か
り
考
え
て
い
き
た

い
。

原
口

弘

新
聞
報
道
に
よ
る
と
、

大
手
ゼ
ネ
コ
ン
に
よ
る
談
合
事

件
が
相
次
ぐ
中
、
国
は
、
一
般

競
争
入
札
の
導
入
を
検
討
し
て

い
る
。
本
市
も
導
入
の
時
期
に

あ
る
と
思
う
が
。
一
般
入
札
と

な
れ
ば
、
参
入
業
者
範
囲
も
拡

大
さ
れ
、
入
札
に
よ
る
審
査
処

理
も
繁
雑
と
な
り
、
電
子
入
札

の
導
入
の
時
期
で
は
な
い
の

か
。

政
策
経
営
部
長

県
は
、
昨
年
10
月
か
ら
競
争

入
札
を
廃
止
し
、
土
木
工
事
二

千
五
百
万
円
以
上
を
対
象
に
条

件
付
一
般
競
争
入
札
を
導
入
、

今
年
４
月
か
ら
指
名
競
争
入
札

を
全
廃
、
地
元
県
内
企
業
に
つ

い
て
は
条
件
付
一
般
競
争
入
札

と
し
て
い
る
。
今
後
は
入
札
契

約
適
正
化
方
策
を
的
確
に
捉

え
、
本
市
の
実
態
に
合
っ
た
在

り
方
を
作
り
上
げ
、
当
市
で
も

其
の
視
点
を
捉
え
電
子
入
札
の

導
入
を
検
討
す
る
考
え
で
あ

る
。

妊
婦
検
診
助
成

の
回
数
増

質
問

質
問

答
弁

答
弁

★市議会会議録は、市役所１階の市民情報コーナーで閲覧が、市民図書館で閲覧と貸出ができます。
平成15年度以降の分は、市のＨＰで検索することができます。

答
弁

質
問

電
子
入
札
の
導

入
に
つ
い
て

公
的
病
院
統
合

に
つ
い
て

乳
が
ん
検
診

質
問

答
弁

「
前
田
く
し
や
」
の

保
存
・
活
用

伊
万
里
市
国
民
保

護
計
画

質
問

答
弁

答
弁
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一

般

質

問

★〈コストアピール〉この議会だよりは、１部当たり約11円（印刷費）で作成しています。

総
務
部
長

仕
事
の
複
雑
化
や
多
様
化
は

あ
る
が
、
そ
れ
が
原
因
と
は
い

え
な
い
。
し
か
し
心
の
病
が
増

え
て
い
る
の
も
事
実
。
今
後
も

心
の
相
談
や
健
康
診
断
な
ど
対

応
し
て
い
き
た
い
。

先
日
新
し
い
給
食
セ
ン

タ
ー
を
訪
ね
た
と
こ
ろ
、
昼
休

み
も
取
れ
な
い
状
態
で
あ
っ
た

が
人
員
不
足
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
。
ま
た
市
長
と
し
て
人
員

削
減
を
す
る
だ
け
で
な
く
必
要

な
人
員
は
確
保
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

教
育
部
長

そ
の
日
は
た
ま
た
ま
献
立
の

関
係
で
午
前
の
仕
事
が
長
引
き

休
憩
時
間
が
少
な
く
な
っ
た

が
、
通
常
は
き
ち
ん
と
取
れ
て

い
る
。

市
長

財
政
上
か
ら
欠
員
不
補
充
を

し
て
い
る
が
市
民
サ
ー
ビ
ス
低

下
に
な
ら
な
い
の
が
基
本
。

市
民
の
ご
批
判
は
な
い
が
今

後
も
職
員
の
健
康
管
理
と
市
民

サ
ー
ビ
ス
は
心
が
け
て
い
き
た

い
。

浜
野

義
則

談
合
事
件
が
相
次
ぐ
中

で
市
は
公
正
・
公
平
・
適
正
な

契
約
を
す
る
た
め
に
ど
の
よ
う

な
対
応
を
し
て
い
る
か
。

建
設
部
長

Ｈ
17
年
度
発
注
の
契
約
は
件

数
で
３
４
８
件
金
額
で
は
23
億

円
程
度
に
な
る
が
、
指
名
競
争

入
札
と
随
意
契
約
の
割
合
は
件

数
で
48
・
２
％
対
1.8
％
、
金
額

で
は
97
・
２
％
対
2.8
％
と
な
っ

て
い
る
。

談
合
を
防
止
す
る
た
め
、
発

注
は
有
資
格
者
全
業
者
を
対
象

に
行
い
、
Ｈ
19
年
度
は
Ａ
級
事

業
を
対
象
に
一
般
競
争
入
札
の

導
入
も
検
討
し
て
い
る
が
、
導

入
に
当
た
っ
て
は
他
自
治
体
と

歩
調
を
合
わ
せ
な
い
と
不
公
平

が
生
じ
る
等
の
問
題
点
が
あ

る
。

市
内
の
雇
用
状
況
及
び

雇
用
対
策
に
対
す
る
取
り
組
み

は
。

市
長
・
産
業
部
長

伊
・
西
地
区
の
有
効
求
人
倍

率
は
０
・
71
と
県
平
均
に
並
ん

で
き
た
が
、
非
正
規
雇
用
者
が

３
分
の
１
を
占
め
る
と
想
定
し

て
い
る
。

こ
れ
ま
で
も
企
業
に
市
民
の

雇
用
を
要
請
し
て
き
た
が
、
今

後
も
強
く
要
請
し
た
い
。
新
卒

者
の
雇
用
に
占
め
る
割
合
は

34
・
６
％
と
低
率
に
な
っ
て
い

る
が
、
こ
れ
は
む
し
ろ
市
内
新

卒
者
の
応
募
が
足
り
な
い
こ
と

が
原
因
で
あ
る
。

３
病
院
統
合
に
よ
る
新

病
院
建
設
に
つ
い
て
市
の
基
本

的
な
考
え
方
や
問
題
点
は
。

市
長
・
政
策
経
営
部
長

診
療
科
目
や
規
模
に
つ
い
て

は
今
後
の
協
議
に
な
る
が
、
中

核
的
病
院
整
備
基
本
計
画
策
定

委
員
会
の
答
申
等
を
基
本
に
今

後
協
議
し
て
い
き
た
い
。
場
所

の
選
定
に
つ
い
て
は
第
三
者
に

よ
る
選
定
委
員
会
を
設
置
し
て

検
討
を
願
い
、
そ
の
後
協
議
し

て
い
き
た
い
。

子
育
て
支
援

の
充
実
策

市
が
発
注
す
る
公
共
事
業

の
契
約
方
法
に
つ
い
て

答
弁

昨
年
８
月
に
「
㈱
Ｓ
Ｕ

Ｍ
Ｃ
Ｏ
」
と
伊
万
里
市
は
進
出

協
定
を
交
わ
し
企
業
誘
致
と
し

て
は
、
久
々
に
大
型
企
業
の
進

出
を
市
民
上
げ
げ
て
驚
き
と
期

待
を
持
っ
て
迎
え
た
と
こ
ろ
で

す
。
既
に
第
四
工
水
は
着
手
、

総
事
業
費
を
１
５
０
億
円
本
、

市
が
そ
の
内
の
60
億
円
を
負

担
。
本
事
業
に
は
不
安
を
持
つ

市
民
も
多
い
が
。

政
策
経
営
部
長

第
四
工
業
用
水
道
事
業
は

「
㈱
Ｓ
Ｕ
Ｍ
Ｃ
Ｏ
」
九
州
工
場

の
建
設
と
既
存
企
業
の
大
規
模

な
事
業
拡
張
や
今
後
の
企
業
進

出
に
伴
う
水
需
要
に
対
応
す
る

も
の
で
あ
り
。
有
田
川
の
豊
水

を
取
水
し
久
原
貯
木
場
を
堰
切

り
貯
水
能
力
２
６
４
万
ト
ン
、

供
給
水
量
は
日
量
２
万
５
千
ト

ン
を
安
定
給
水
出
来
る
と
考
え

て
い
る
。
20
年
度
中
に
は
完
成

予
定
で
工
水
供
給
は
21
年
７
月

の
予
定
で
す
。

占
野

秀
男

財
政
難
に
伴
う
人
員
削

減
や
仕
事
内
容
の
複
雑
化
、
多

様
化
で
職
員
の
健
康
が
犯
さ
れ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
病
気

休
み
の
者
が
毎
年
50
人
を
超

え
、
長
期
休
業
者
も
多
い
が
、

そ
の
原
因
と
対
策
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。

総
務
部
長

定
期
健
康
診
断
な
ど
必
要
な

こ
と
は
取
り
組
ん
で
い
る
。
特

定
の
職
場
や
特
定
の
環
境
の
職

場
に
休
業
者
が
多
い
わ
け
で
は

な
く
、
多
数
の
職
員
が
い
る
中

で
一
定
の
割
合
で
休
業
者
が
出

る
場
合
も
あ
る
の
で
は
な
い

か
。
県
内
他
市
で
も
同
様
の
状

況
で
あ
る
。

財
政
再
建
計
画
で
年
次

的
に
職
員
数
を
減
ら
し
て
い
る

が
、
前
述
の
職
場
環
境
と
合
わ

せ
て
職
員
に
無
理
が
来
て
い
る

の
で
は
。

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

質
問

答
弁

質
問

質
問

答
弁

市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上

と
職
員
の
健
康
管
理

質
問

質
問

市
民
の
雇
用
対
策

に
つ
い
て

第
四
工
業
用
水
道

事
業
に
つ
い
て

答
弁

病
院
建
設
に

つ
い
て

質
問

答
弁



教
育
部
長

十
分
な
対
応
は
厳
し
い
が
、

達
成
率
の
低
い
学
校
に
は
重
点

的
に
配
慮
し
、努
力
し
て
い
く
。

昨
年
、
学
校
教
育
。
法

が
改
正
さ
れ
、
特
別
な
支
援
を

必
要
と
す
る
生
徒
、
児
童

（
６
％
の
割
合
で
在
籍
す
る
発

達
障
害
者
含
む
）
へ
の
柔
軟
な

教
育
や
支
援
が
、
明
確
に
位
置

づ
け
ら
れ
た
。
支
援
員
配
置
へ

の
財
政
措
置
も
始
ま
る
。
市
の

支
援
へ
の
計
画
的
配
置
の
検
討

状
況
は
。教

育
長
・
教
育
部
長

現
在
、
学
校
サ
ポ
ー
ト
事
業

で
小
２
人
、
中
１
人
、
３
名
配

置
し
学
習
支
援
、
生
活
支
援
を

行
っ
て
い
る
。
現
状
は
、
小
４

４
人
、
中
７
人
通
常
学
級
に
在

籍
し
、
個
別
の
支
援
計
画
を
立

て
て
い
る
が
限
界
を
感
じ
て
い

る
。
詳
し
く
児
童
、
生
徒
を
把

握
し
、
実
態
に
応
じ
た
適
正
な

配
置
を
し
て
い
き
た
い
。

特
別
支
援
教
育

支
援
員
の
拡
充

12

一

般

質

問果
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
、

用
地
に
つ
い
て
は
残
地
が
少
な

い
の
で
、
川
南
造
船
所
跡
の
活

用
も
検
討
し
た
い
。

水
道
の
水
質
に
つ
い
て

問
い
合
わ
せ
が
多
か
っ
た
、
10

年
間
の
デ
ー
タ
で
は
安
全
基
準

内
で
あ
る
が
、
安
全
と
お
い
し

い
水
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

高
度
処
理
施
設
の
取
り
組
み

は
。

市
長
、
水
道
部
長

施
設
が
40
年
を
経
過
し
て
お

り
、
安
全
の
た
め
の
管
理
を
厳

し
く
し
て
い
る
。

高
度
処
理
に
つ
い
て
は
、
市

の
第
五
次
整
備
計
画
で
計
画
し

て
行
く
。

満
江

洋
介

市
内
の
貴
重
な
古
窯
跡

で
大
規
模
な
盗
掘
が
相
次
い
で

い
る
が
、
地
域
や
学
校
を
含
め

た
文
化
教
育
と
、
保
存
対
策
に

ど
う
取
り
組
む
の
か
。

市
長
、
教
育
長

全
て
の
小
学
校
で
19
年
度
よ

り
取
り
組
む
、
又
、
地
域
の
理

解
を
深
め
る
と
共
に
、
関
係
者

一
体
と
な
っ
て
「
窯
跡
保
全
対

策
協
議
会
」
を
設
立
す
る
な
ど

し
て
窯
跡
の
保
全
、
盗
掘
防
止

に
努
め
る
こ
と
が
市
の
責
務
で

あ
る
。

平
成
15
年
11
月
の
認
定

よ
り
、
Ｉ
Ｏ
Ｅ
Ｓ
を
核
と
し
て

取
り
組
ま
れ
て
い
る
が
、
伊
万

里
団
地
は
用
地
が
無
く
な
っ

た
、川
南
跡
地
一
帯
の
活
用
は
。

政
策
経
営
部
長

こ
れ
ま
で
、
そ
れ
な
り
の
成

樋
渡

雅
純

生
活
・
遊
び
中
心
の
生

活
か
ら
卒
園
し
て
す
ぐ
の
学

習
。大
き
な
変
化
に
と
ま
ど
い
、

集
団
生
活
に
な
じ
め
な
い
こ
と

で
、
学
級
経
営
が
成
り
立
た
な

い
、「
小
一
プ
ロ
ブ
レ
ム
」
の

言
葉
も
生
れ
た
。
連
携
の
取
り

組
み
も
始
ま
っ
て
い
う
が
、
具

体
的
な
「
接
続
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

の
必
要
性
は
。

教
育
長

幼
保
小
の
連
携
を
進
め
て
き

た
が
、
今
後
も
共
通
理
解
を
深

め
年
長
後
期
か
ら
一
学
期
と
、

と
ら
え
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
策
定
を

来
年
度
か
ら
取
り
組
み
た
い
。

今
年
か
ら
５
年
間
、「
新

学
校
図
書
館
図
書
整
備
計
画
」

に
基
づ
く
、
支
体
税
措
置
が
な

さ
れ
た
。
又
、
学
校
間
の
不
足

冊
数
も
大
き
な
格
差
が
あ
り
埋

ま
ら
な
い
。市
の
取
り
組
み
は
。

文
化
財（
古
窯
跡
）

の
保
護
に
つ
い
て

質
問

答
弁

答
弁

幼
保
小
の
接
続

教
育

知
的
特
区
の
取
組

み
に
つ
い
て

質
問

答
弁

上
水
道
の
今
後
の

取
組
み
に
つ
い
て

質
問
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